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これにはその構造の質量分布も関係するが，翼構造の換

れ剛性等も大きな要素である．このフラヅタについての

理論嫡複雑な上に実物纂験が困難で，そのため適当な設

計基準を得ることがむずかしかった．設計者の中には機

体の構造部材の寸度は単なる強さの要求よりもこのよう

な不安定振動をさけるに必要な剛性の要求から決定さる

べきだとする者もかなり多いが，設計の目安となるよう

な剛性判定値は従来の規定に示されていなかった．この

点についてわれわれは戦後の各国の規定がどうなってい

るか深い関心を持っていたが，いずれも規定の本文中に

は具体的な設計上の目安を与えていない．ただ，ICAO

及び米国の規定では1．2V■までの速度で主翼及び尾翼

に如何なるフラッタ及びダイバージェソス倥気力によ

る不安定な擾れ）が生じないよう設計し，この標準に従

ワていることを計算または試験で示さなければならない

としている．また，英国規定では1．2γρが1．25VDと

なっている点が異っているだけである．おそらく，ブラ

ッタのような現象に対し簡単な基準を示すことが困難な

ためであろう．

　しかしながら，ICAO及び英国の規定ではRecdmmen－

dationの形でStiffness　Criterionを具体的に示してい

る．例えば主翼の換れについては次のような無次元値K

で与えている・K＝（1／VD）（mθノρθ4c2）％（1－M2）1／4，こ

こでmeは0．75semi・spanにおける硬れ剛性（単位角だ

け硬るに要する換リモーメソト），dは翼の附根から0．9

emi－spanまでの距離，　Cは平値翼弦，ρoは地上空気密

度，Mはマツハ数（飛行速度と音速の比），である．そし

てこのKの値を発動機の付かない翼ではK＞O．　7，発

動機のついた翼（発動機の重心は前縁より前方）ではK

＞0．57等を与えている．これに似た判定値はPugsleyに

よ・て与えられていたが・以前はマツ・’数の修正を：なさ

れていなかったのが，飛行機の高速化に伴って上記のよ

うに（1－M2）1／4の修正係数が乗ぜられている．なお，昇

降舵その他についても類似のrecommendationがある．

また・操縦装置の剛性やマスバランス等につし・ては英国

規定ではrecommendationとして掲げているが他の規定

ではこれにふれていない．

む　　す　　び

　強度規定には上記の外に操舵時の荷重や地上荷重など

も含まれるが，それらや枝葉にわたる事がらは省略して

最近の規定において重要な変化と思われる事項のみを述

べた．航空機においては，性能の向上と航空の安全の確

保とを両立させてその進歩をはかるために絶えず新しい

技術を導入されている．その設計基準となるべき規定の

変遷は他の工学分野の方々にも関心の深い事がらであろ

うと考え，最近の規定の大要を私見をまじえて紹介した
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　東京大学生産技術研究所報告　第4巻第2号予告

猪瀬博：「電子管式擬似トラフィック装置に関
　　　　　　する研究（英文）」

　擬似トラフィック実験は，理論では解決困雑な電話交換線群の設計上

の諸問題を解決する有力な手殺と老λられているが，従来までに提案さ

れてきた方式は・いずれも長時間を要したり．高い精度を得にくいなど

の欠点があつて，まだ実用の域に達していない．

　本報告はこのような実験をきわめて高速に遂行し，信頼度の高い結果

を得ることを目的として，すべて電子装置によつて構成された新しい擬

似トラフィック装置の概要をのべたものである．

　装置は・抵抗体雑音を増幅し・充分大きなレベルで基底振幅選択を行

Pてこのレベル以上の振幅の雑音のみをとり，これを整形して電話呼と

同じP・iss・n分布をなすパルスを発生する部分（擬似呼発生装置），こ

れから発生するパルスを銀音し・数個の再生ヘッドを経て再生すること

により・平均値が等しく・分布は互に独立な数群のの擬似呼パルスを供

給するテープレコーダ（擬似呼録音再生装置）及びセレクタ群の如き定

雛欝潔灘難舗讐勝箋瀦禦鍔灘臨
千倍の速度で行い・充分信頼度の高い結果を得ることができる．

　　　　　　　正　 誤　 表　　（6月一写・）
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